ユニバーサルファッション

既製の衣服からのリフォーム

－加齢による体型の変化があった方・身体に
障害がある方のために必要な配慮がされた
リフォームの提案－

　概要
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はじめに
　本校は、埼玉県所沢市でアパレル系洋裁科の普通職業訓練、短期課程として、ユニバーサルファッションの講座を2002年1月から約20年行っています。
リフォーム業界からのニーズの多さと、訓練生からの希望が多かったことから、ユニバーサルファッションの中でも「リフォーム」に重点を置いたカリキュラムの変更を昨年度、埼玉県の人材育成課に申請しました。その結果、リフォームに関する訓練の時間を84時間に増やし、2020年6月生より、従来の3ヶ月訓練から4ヶ月訓練に変更され、よりリフォーム関連の訓練を深めることが可能になりました。

この教材は、その講座のテキストとして使用するためにまとめたものです。既製の衣服では問題を抱える方々について、その問題点の把握から解決方法まで総合的かつ具体的に多くの事例をあげて解説しています。
既製の婦人服は通常、立位の成人女性の標準体型のパターンから作られています。そのために体型が変化した方や、障害がある方にとっては様々な問題が生じます。
その問題箇所を理解し、解決するための方法を、「パターン上から考えるリフォーム」とそれ以外の「生活動作を助ける工夫をしたリフォーム」と、大きく二つに分けて解説しています。リフォーム実技で訓練生がテキストに沿って制作ができるよう、リフォーム方法は具体的に、かつ多くの図版と共に解説しています。
　今回、教材コンクールに応募した大きな理由の一つは、アパレル系洋裁科の訓練教科目の中に「リフォーム」や「身体の不自由な方への衣服の作り方」についての項目をぜひ入れていただきたいと思ったからです。令和元年度にアパレル系洋裁科の訓練教科目の見直しがされました。しかし、令和2年8月21日付けで送付された報告書には学科、実技共に「リフォーム」も「体型変化」の項目もありませんでした。
昭和34年（1959年）に訓練項目が制定された頃は、どの街にも洋裁店があり、技能検定も「婦人子供注文服製造」の時代でした（現在も技能検定はこの名称で行われています）。しかし現在、服は「作る」時代から既製服を「買う」時代になり、洋裁店は姿を消してしまい、大きなショッピングモールや街にはリフォーム店がそれに取って代わっています。現在、高齢者は7人に1人（2020.7　総務省資料　人口比率28.7％）で、身体に障害がある方は436万人（2019　厚労省資料）いらっしゃいます。これからますます需要が増えることは間違いありません。
時代の変化の中で、需要が増えている「リフォームに関する専門的な知識や技術を持った技能者」の育成が、ぜひとも必要だと思っています。実際に訓練の現場に立つものとして、この現実を踏まえ、時代にあった訓練科目になるよう、切に望みます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2020年12月

認定職業能力開発校

埼玉ファッションアカデミー

校長　濱西冨美子
１　教材の概要
１）テキスト

既製の衣服から、加齢によって体型が変化した方や身体に障害がある方のため
に行うリフォームにおいて、問題点の把握から、その解決方法まで総合的かつ具体

的に解説したテキストになっています。
通常、既製の衣服は、立位・成人女性の標準体型のパターンで作られているた

め、体型が変化した方や障害がある方にとって、既製の衣服のままでは様々な問題点を生じることがあります。その問題点の解決方法として、きちんと個々の体型把握を行い、パターン上から考えるリフォームと、生活動作を助ける工夫を施したリフォームの二部に分けて解説しています。
内容においては、リフォームについて総合的に理解すると同時に、多くの具体的な事例による解説によって、より深く理解し、実践に役立てられるように配慮しています。
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１．リフォームについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
２．既製服のJIS規格のサイズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
３．体型の変化について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３
１）採寸
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２）実例作品

また、実際の事例作品に触れることにより、更に理解を深められると考え,テキストで解説されている事例の一部を実物教材として実際に製作しました。
今回実物教材として取り上げたのは、テキスト（教科書）の表紙のジャケット、パンツ（ジーパン）、シャツと下着のボクサーパンツの計４点です。ジャケットは、左半分を元の形に残し、右半分をリフォームして左右でリフォーム前と後の比較ができるようにしてあります。

　実技で行うリフォーム実習は、このテキストに沿って制作を行うので、テキストの該当箇所は以下のようです。

　

実物教材　（車イス利用者の事例）　　　　リフォームの方法（テキスト該当ページ）

・ジャケット（女性用）・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．３５～３８
・シャツ（女性用）・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．５４～５５
・ジーパン（男性用）・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．４１～４３
・ボクサーパンツ（男性用）・・・・・・・・・・・Ｐ．６２～６３
２　訓練において期待する効果
現行職業訓練のアパレル系洋裁科の基準の中に高齢者・障害者に関する衣服やリフォームの項目はありません。しかし、本校では基準以外に上記訓練も2002年1月から現在まで継続実施しています。さらに、今年度より、リフォームの需要が多い背景から、本校における今までの3ヶ月コースを4ヶ月に延長し、リフォームに関する訓練時間を84時間に増加する申請を県に対して行い、承認されました。これに伴い、訓練生に具体的かつ総合的にリフォームを理解させることを目的として、リフォームに関するテキストをまとめました。学科とともに実技訓練においても、即、実践できるよう、具体例を数多く、かつ詳細にあげ、実物教材とともに訓練生の理解の一助としました。最終的には、加齢により体型の変化があった方や、身体に障害がある方にとって、どのようなリフォームが望ましいのか、またどのような配慮が必要なのかを充分に理解でき、それを実践できる人材が育成されるよう、その効果を期待します。
３．創意工夫の範囲
既製の衣服からの高齢者や障害者のためのリフォームは、多くの研究者や関係機関の方々が様々に工夫され、発表されてきています。しかし総合的にまとまったテキストの形態のものは、一般の書店ではなかなか入手できないため、本校においては、随時プリントで配布していました。今回、それらをまとめ、総合的なリフォームのテキストにしました。本校のパターンは人体の構造を基礎とする独自のパターンであり、既製の衣服からのリフォームであっても、体型の変化をパターンの原型から捉え、それを反映させました。
　構成としては、前半にこのパターンを反映させたリフォームについて述べ、後半では一般的な生活動作を助けるリフォームの方法を解説しています。車イス利用であるとか、指先の細かい動作がしにくいなど具体的な問題点別に、着脱や排泄の利便性を上げるためのリフォームを解説しています。テキストで解説されている事例を、実際に実物教材として製作してあり、訓練生が実際の着心地を体験したり、縫製の実例を確認したりして、理解を深めるようにしました。特にジャケットにおいては、半身はリフォーム前の状態を残すことによって、変化がより一層理解できるように工夫しました。
　多くの具体的な事例によって，個々のリフォームの方法の理解に役立てるとともに、全体を総合的に捉え、更によりよいリフォームのアイデアを考え出せるよう、問題点の基本とその解決のための方向性が導き出せるように構成を工夫しました。
４．教材を使用する分野、教科と使用目的
分野：　アパレル系洋裁科

教科：　ユニバーサルファッション
リフォーム　
リフォーム製作

目的：　普通職業訓練　短期訓練　ユニバーサルファッション科（４ヶ月）
５．参考文献
・　浜西ファッションアカデミー編集の資料
・　『ユニバーサルファッション（配慮の必要な高齢者・身体に障害を持った方の
　　　婦人服のパターン（製図）の作り方』　
　　　　　　　　　　　　　　　　　認定職業能力開発校　埼玉ファッションアカデミー編
・　国リハコレクション　2017・2018・2019　国立障害者リハビリテーションセンター
・　『衣服解剖学』　中澤愈著　文化出版局　
・　『被服にための人間因子』　間壁治子著　日本出版サービス
・　『高齢者、障害者の被服』　渡辺聡子著　一橋出版　
・　『着る・装うことの障害とアプローチ』 山根寛・菊池恵美子・岩波君代著　
  　 三輪書店
・　『おしゃれで素敵な衣服で外出を』　東京都立産業技術研究センター編　
　　　テクノエイド協会
・　『あなたは服に満足していますか』　岩波君代・渡辺聰子・大野淑子著　
　　　福祉技術研究所
・　『衣服リフォーム＆オーダー事例集～～高齢者や体が不自由な人の衣服つくり　

のヒントに～～』　　東京都福祉機器総合センター編　
・　『ユニバーサルファッション』　田中直人・見寺貞子著　中央法規出版
・　『おしゃれは心と身体のビタミン剤　ユニバーサルファッション』

見寺貞子・笹崎綾野著　繊研新聞社

・　『おしゃれな介護服』『アイデアいっぱい簡単・便利な介護服』栗田佐穂子著　
　　ブティック社　

おわりに

加齢による体型の変化や身体の障害に配慮した衣服のリフォーム方法は、それぞれの身体の状態によって異なるという難しい側面があります。その一方で、その方の希望通りに改良され、着心地が良く、すてきな衣服を身に着けたときの笑顔は、はじけるように輝いてみえます。まさに「装いは生きる喜び」に包まれているようです。身体の不自由な方の衣服であっても、自分が好きなものをどこでもいつでも入手できる日が一日も早く来ることを願っていますが、現在はまだ実現できていません。その状況の中、市販の既製の衣服や、かつて愛用していた衣服がリフォームによって生まれ変わること、そしてこの分野の研究が、もっと広がっていくことを願ってやみません。今回取り上げたリフォームの方法も多くの皆様の協力によってまとめられたものです。机上論に終わることなく、実際に利用者さん達に着装していただき、様々に改良して得られた結果をまとめたのが、このテキストといえます。しかし、まだまだ充分とは言えず、やっとスタート地点、という状態です。これからも多くの事例を集め、さらに様々なリフォームの提案をしていきたいと思っています。ぜひ、当事者の方をはじめ、研究者の方々等、多くの関係者の皆様のご意見、ご指導をお願いいたします。

また、リフォームではなく、パターンから制作する「加齢によって体型が変化した方」・「身体に障害のある方」の衣服については、別冊「ユニバーサルフアッション―配慮の必要な高齢者・身体に障害のある方の婦人服のパターン（製図）の作り方ー」を参考にしてください。なお、作図に関しては、一部特許申請の予定がありますので、使用に関しては事前にご連絡ください。また、引用部分についてのお問い合わせはそれぞれの担当部署にお願いします。本テキストで紹介しているリフォームの仕方を営利目的で使用され、それによりトラブルが発生した場合、本校は責任を負えません。その点もご留意いただきたいと思います。
　なお、本概要の「はじめに」でも要望として述べたように、どんなに体型が変化した方であっても、身体に障害がある方であっても、その方々のために、既製の衣服を「着心地が良い衣服にリフォームできる人材」を育成するには、アパレル系洋裁科の教科目の中に「リフォーム」の項目を入れていただくことが先ず第一歩だと思っています。総合的にリフォームについて学び、実技実習の訓練を重ねることによって一日も早く、多くの有能な技能士が育成されることを願っています。

本教材のお問い合わせは下記までお願いいたします
パターンの内容については特許申請検討中につき一般公開は現在しておりません
認定職業能力開発校

埼玉ファッションアカデミー　　　校長　　濱西冨美子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導員　濱西恵子
〒359-1111　 埼玉県所沢市緑町1－19－15

ＴＥＬ　04－2924－0611

ＦＡＸ　04－2939－1511

ｅ-mail　keiko@hamanishi-fashion-academy.com
無断転載禁止
